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手術を受け目が覚めたのは３日後

　風力発電建設のため地上から60ｍの
高さで、年間の風力と風向きのデーター
を取る仕事をしている58歳の男性。
　出張先のビジネスホテルで、これから
仕事へ出かけるというときに、左耳にす
ごい音の耳鳴りのような感覚があったの
で何だろうと思っているうちに、左胸に
尋常でない痛みに襲われたとか。
　心臓発作かなと思いながら数分経てば
収まるのではないかと期待していたもの
の、一向に痛みは治まらないため救急車
を自分で呼んだそうです。
　まだ意識はあったので、部屋のカギを
開けておき、「救急車で病院に行くから
今日の仕事は行けない」と同僚に電話し、
「フロントに救急車を呼んだからヨロシ
ク」と伝え、保険証とサイフを持って１
階のフロントへ。
　ちょうど救急車が到着。「こういう病
気のときは、患部が大きくなるから絶対
に安静だぞ」といわれながらストレッ
チャーに乗せられました。
　その後、意識を失い、病院のストレッ
チャーに移されるときに意識が戻ったと
いいます。
　10時間にもわたる手術をして、目が
覚めたのは3日後。奥様は１人で病院
に来ていて付き添ってくれていたそう。
1か月半くらいしてから東京の病院に転
院、リハビリすることに。
　偶然にもその東京の病院の担当医が、
出張先で執刀してもらった先生の恩師
で、「彼は若いときから器用だったんだ」

と後輩を褒めていたとか。だから何も心
配なくリハビリができたとのことです。

奇跡的に後遺症は見られず

　だんだんと仕事に復帰していく間に、
動脈解離になったという複数の知人に話
を聴くことができたそう。
　中には発病時の尋常でない痛みで気を
失ったまま亡くなった人や、命は助かっ
たが半身不随になった人、腎臓透析に
なってしまった人などの話を聴かされ、
「何も後遺症が出なかった自分は奇跡が
起こったとしか思えない」といいます。
　あるとき、お寺でこの病気の経過のこ
とを話したらご住職は「あなたを必要と
している人がまだいっぱいいるから、仏
様はあなたを生かしておいたんだ」との
こと。「その言葉を胸に、また全国を仕
事で飛び回るつもりです」と話してくれ
ました。
　タバコは若いころからかなり吸ってい
て、病気が発症する少し前から電子タバ
コにかえていたそうです。
　今思うと、「毒にしかならないタバコ
をなぜこんな長い期間吸っていたんだろ
う」と後悔しているといいます。
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